
「一人一人を尊重する」

信州型被災者支援システム実働訓練

長野県災害支援ネットワーク（N-NET）

日本の真ん中、信州から「被災者支援のあり方」を変革する！



全参加者の皆様へ
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訓練の概要
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実働訓練（実証実験）

１ 目的
被災者支援のための各種取組を実践する場として、被災地外の「備蓄拠点訓
練」と、被災地内の「避難・支援拠点訓練」とを連続して実施する。
この訓練成果をもとに、「『一人一人を尊重する』信州型被災者支援システム」

（人権尊重型被災者支援システム）の導入に繋げる。

２ 趣旨
実働訓練の企画・検討・実施のプロセスを通じて、「民間のエキスパートによる
被災者支援」の実現と、多様な主体によるコレクティブインパクトのための「被災
者支援の標準（スタンダード）化」を目指す。
また、人材育成などの各種取組の成果を実働訓練を行うことで検証する。

３ 開催日
①備蓄拠点訓練（伊那市）：2025年12月11日（木）～12月12日（金）

※内閣府「官民連携による避難所運営の質の向上強化事業」を活用

②避難・支援拠点訓練（松本市）：2025年12月13日（土）～12月14日（日）
※日本財団「2025年度 災害対策ローカルネットワークの構築事業」を活用
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１ 日時
令和７年12月14日（日）9：00～15：00 

２ 場所
松本市「信州大学松本キャンパス中央広場」

３ 主催・協力
（１）主催

長野県災害時支援ネットワーク(N-NET)
(一社)避難所・避難生活学会
(株)シェルターワン
(社福)長野県社会福祉協議会
信州大学
(地域防災減災センター、教育学部防災教育研究センター、
医学部附属病院、アクア・リジェネレーション機構)

（２）協力※あいうえお順
(一財)伊那谷財団、伊那市、清水建設(株)、(株)信防エディックス、長野県、
長野県立大学、松本市、(社福)松本市社会福祉協議会
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避難・支援拠点の開設場所について

今回の訓練では、市町村の指定避難所避難者や在宅
避難者等への支援を想定し、出来る限り被災者に近い区
域「最も深刻な被害を受けた地域（hardest-hit area）」に
拠点を開設することとし、今後の拠点設置場所の選定に
関する知見を得る。
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シナリオ・進行
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実働訓練の被害想定

【地震の想定】

・12月12日（金）5：47に、長野県中部を震源とした直下型の地震が発生

・マグニチュード7.3（阪神・淡路大震災クラス） 県内最大震度７

・長野県災害時支援ネットワークでは、先遣隊を松本市に派遣

・12月13日（土）に支援拠点を設置、翌14日（日）から支援活動を開始

【12月14日（日）の状況】

・松本市を中心に広範囲で甚大な被害が発生

・今もなお、懸命な救助・救命活動が続けられている。

・指定避難所は、既に満杯の状況

・非指定の避難所が数多く開設

・地震（余震）がひどく、車中泊避難者も数多い模様

・指定避難所以外の被災者の把握は出来ていない（出来ない）。

・液状化、土砂崩れなどの影響により、被災地への移動が困難

・山間地域では、土砂災害も起きており、家屋への被害も起きている。

・広い範囲で、停電、断水が起きている模様

・長野県の震度5弱以上の全市町村に災害救助法が適用されている。

・住家の被害棟数はどれだけになるのか、よくわからない状況

・高速道路は、緊急車両（災害対応用車両を含む）のみ通過可能
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2025年度実働訓練（実証実験）のイメージ

備蓄拠点訓練
伊那市

（内閣府補助金）

避難・支援拠点訓練
松本市

（日本財団助成金）

凡例

：資機材・物資の流れ

：支援の流れ

：医療・福祉の流れ

③避難者への対応

②避難・支援拠点の運営

①被災者支援本部の運営

④近隣の指定避難所への支援

⑤指定避難所外避難者への支援

⑥医療・⑦福祉

①備蓄拠点の設置

②資機材の搬送

③支援拠点の設置

※12月11日（木）

※12月12日（金）

※12月13日（土）

※12月14日（日）
想定：発災3日目

※訓練された支援者



発災２日目：１２月１３日（土）
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〇訓練の流れ
 8:00  備蓄拠点（仮想）からの積込・搬送

（伊那市会場：伊那市防災コミュニティセンター）

10:00 搬入（松本市会場：信州大学松本キャンパス中央広場）

13:00 「避難・支援拠点」設営開始

18:00 「避難・支援拠点」宿泊訓練開始
（一部参加者による宿泊訓練を実施します）

〇概要
伊那市「備蓄拠点」（仮想）で資機材を積込み、被災地の松本市
に搬送します。
その資機材を用いて、松本市に「避難・支援拠点」を設置します。
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備蓄拠点訓練（実証実験）のイメージ



伊那市備蓄拠点（仮想）から松本市「避難・支援拠点」への資機材搬送イメージ
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訓練会場 （松本市）

避難・支援拠点（信州大学松本キャンパス中央広場）

指定避難所（信州大学付属小学校体育館）

臨時福祉避難所



避難・支援拠点（信州大学松本キャンパス中央広場）
指定避難所（信州大学付属小学校体育館）

臨時福祉避難所
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発災３日目：１２月14日（日）
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訓練項目 内容

12月13日（土）
備蓄拠点訓練
（伊那市）
※仮想拠点

①備蓄拠点の設置 ・資機材の調達・搬入・保管

②資機材の搬送 ・資機材の積込・搬送

③支援拠点の設置 ・支援拠点の設置・運営

12月14日（日）
避難・支援拠点訓練
（松本市）

①被災者支援本部の運営 ・統括本部の設置・運営

②避難・支援拠点の運営 ・避難施設の運営
・支援拠点の運営

③避難者への対応 ・避難者対応
ア 食支援
イ ジェンダー視点での支援
ウ 子ども支援
エ 相談体制の構築
・要配慮者対応

④近隣の指定避難所への支援
※松本市民の避難訓練と連動

⑤指定避難所外避難者への支援 ・在宅避難者等の把握
（立案、調整、実行準備）

⑥医療 ・DMAT・DWATによる医療と福祉の連携
・臨時福祉避難所の設置
・災害医療コーディネーターによる調整
・DWATによる福祉支援
・災害VC設置準備

⑦福祉

⑧物資の調達・調整 ・被災者支援に要する物資等の調達

訓練構成



〇訓練の流れ
8:30 受付開始
9:00 訓練参加者への説明、訓練ごとの班編成・作戦会議

10:00 訓練開始
11:30 第１回全体調整
 12:00 食事支援（キッチンカー事業者による食事の提供）

※避難者役は食事支援終了後、解散・自由見学
13:30 第２回全体調整

※今後1週間で取り組むべき事項（達成目標）発表

 14:00 振り返り（訓練ごとの意見交換、支援者アンケート）
 14:30 訓練総括（全員、本部テント前集合）
 15:00 訓練終了、拠点撤収

※撤収作業にご協力ください

〇概要
「避難・支援拠点」において、被災者への支援活動を行います。



拠点への出入口

9：00集合場所

9：00全体説明開始時



10：00訓練開始時

避難者

食支援

医療・福祉支援

統括本部
在宅避難者支援



避難・支援拠点（信州大学松本キャンパス中央広場）
指定避難所（信州大学付属小学校体育館）

臨時福祉避難所



11：30 指定避難所



◎今回の訓練の特徴

検証するのが「避難・支援拠点の設置」によって支援の質に変化を
もたらすことができるかという視点です。

今回は発災３日目を想定しますので、その時点での被災者支援、特
に要配慮者の命を守る（災害関連死防止）ことと、そのために、現場で
できる限りの調整を行い、少しでも被災者の置かれている生活環境を
向上させることにつながるか、というものです。

特に注目して欲しい項目
①拠点の設置と災害中間支援組織による調整機能
②医療と福祉の連携と調整、
福祉支援が必要な被災者への支援（臨時福祉避難所の設置等）
③指定避難所への支援
④在宅避難者への支援
⑤支援物資等の調達



駐車場について
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信州型被災者支援システム実働訓練 駐車場

長野県看護協会 西駐車場



「駐車場入り口



「避難・支援拠点」訓練会場

「指定避難所」訓練会場

長野県看護協会 西駐車場

移動経路



留意事項

〇服装
・基本的には自由（上にビブスを着用していただきます）
・暖かい恰好で

〇「避難・支援拠点」の出入口は１か所に制限
・出入口（中央エントランス）以外から出入りしないでください

〇禁煙
・会場全体は禁煙

〇ゴミ
・ゴミの持ち帰りにご協力ください

〇交通事故の防止
・交通規則を遵守してください
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